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町長就任の
　　ごあいさつ

　

令
和
2
年
10
月
25
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
持
と

ご
信
託
を
い
た
だ
き
第
3
代
目
の
周
防
大
島
町
長
と

し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ご
挨
拶
で
き
る
こ
と
を
、
大
変
光
栄

に
感
じ
る
と
共
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
責
任
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
多
く
の
先
人
が
形
作
ら
れ

た
歴
史
と
伝
統
あ
る
こ
の
地
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て

い
く
所
存
で
す
。

　

今
、
最
大
の
懸
念
事
項
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
心
が
け
に
よ

り
現
在
の
と
こ
ろ
は
感
染
か
ら
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
換
気
が
困
難
と
な
る
冬
に
向
け
て
国
や
県

と
連
携
し
な
が
ら
水
際
対
策
に
注
力
し
、
町
と
し
て

も
心
身
の
ケ
ア
や
医
療
体
制
の
準
備
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

地
域
を
歩
く
と
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
医
療
、

福
祉
、
公
共
交
通
、
空
き
家
問
題
、
航
空
機
騒
音
、

害
獣
問
題
（
イ
ノ
シ
シ
）
等
、
様
々
な
問
題
を
学
び
、

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
践
は
い
ま

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の
生
活
を
守
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
が
目
標
と
掲
げ
て
い
ま
す
「
た
の
し
い
島
・
す

み
た
い
島
・
い
き
た
い
島
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め

に
は
今
、
住
ん
で
い
る
皆
さ
ま
の
生
活
の
安
心
・
安

全
・
充
実
の
実
感
な
く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

そ
し
て
行
政
の
役
割
が
一
層
重
要
に
な
る
昨
今
の
周

防
大
島
町
の
現
状
に
お
い
て
い
か
に
必
要
な
行
政
を

維
持
す
る
か
工
夫
す
べ
き
時
で
す
。
地
域
の
問
題
を

少
し
ず
つ
解
決
す
る
こ
と
に
注
力
し
ま
す
。

　

私
が
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
折
、
近
所

の
方
が
大
島
大
橋
の
架
橋
の
頃
の
資
料
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
あ
る
詩
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
が
渡
る

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
が
渡
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
渡
る

三
代
の
よ
ろ
こ
び
が
渡
る

三
代
よ
り
も
っ
と
昔
か
ら
の
祈
り
が
渡
る

両
岸
か
ら
手
を
さ
し
の
べ
る
よ
う
に
し
て

出
来
上
が
っ
た
橋

心
と
心
を
つ
な
ぐ
橋
が
か
か
っ
た

作
・
橋
本
正
之
先
生　

元
山
口
県
知
事

　

こ
ち
ら
は
来
年
で
45
周
年
を
迎
え
る
大
島
大
橋
の
完

成
に
つ
い
て
遺
さ
れ
た
詩
で
す
。
資
料
に
は
架
橋
ま
で

の
13
年
間
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
先
人
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
す
べ
て
の
町
民
の
思
い
、
熱
意
が
描

か
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
願
い
を
形
に
す
る
事
、

地
域
を
良
く
し
た
い
と
い
う
情
熱
を
先
人
か
ら
改
め
て

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
私
も
熱
意
を
も
っ
て
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
で
は
何
気
な
く
当
た
り
前
と
享
受
し
て
い
る
物

事
が
先
人
の
皆
さ
ま
が
創
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
歴
史
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
誇
り
に
思
い

未
来
を
創
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

住
み
や
す
い
ま
ち
は
魅
力
で
す
。
住
み
や
す
い
ま

ち
が
周
防
大
島
町
の
未
来
に
繋
が
り
ま
す
。
歴
史
を

学
び
未
来
を
思
い
な
が
ら
誰
よ
り
も
町
の
こ
と
を
考

え
、
行
動
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

周
防
大
島
町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
い
、
就
任

に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

周防大島町長 藤 本 淨 孝
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私
は
平
成
20
年
11
月
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
周
防
大
島
町
2
代
目
の
町
長
に
就
任
し
、

3
期
12
年
が
過
ぎ
去
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
旧

町
か
ら
の
引
継
ぎ
の
課
題
に
も
取
り
組
み
合
併
後
の

町
政
を
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
最
大

の
課
題
は
非
常
事
態
と
も
い
え
る
周
防
大
島
町
の
財

政
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
就
任
当
初
か
ら
財
政
の
健

全
化
を
一
番
に
掲
げ
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
残
高
の

約
１
０
０
億
円
の
削
減
、
町
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調

整
基
金
と
地
域
振
興
基
金
で
70
億
円
の
造
成
な
ど
財

政
健
全
化
に
あ
る
程
度
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
人
口
減
少
、
町
立

病
院
の
再
編
問
題
な
ど
気
が
か
り
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
新
た
な
町
の
総
合
計
画
の
策
定
も
進
ん
で
お

り
ま
す
こ
の
時
期
に
新
し
い
町
の
リ
ー
ダ
ー
に
次
の

時
代
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
き
な
変
革
期
の
中
、
多
く
の
ご
迷
惑
と
数
々
の

小
過
を
重
ね
な
が
ら
も
な
ん
と
か
職
責
を
全
う
し
幸

運
に
も
大
過
な
く
任
期
満
了
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
は

ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
り
心
か
ら
感
謝

し
謹
ん
で
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
町
民
と
し
て
少
し
で
も
地
域
の
お

世
話
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
隆
盛
と
周
防
大
島
町
の
振

興
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

【
略
歴
】

平
成
16
年
12
月
17
日
～
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

　

周
防
大
島
町
助
役

平
成
19
年
４
月
１
日
～
平
成
20
年
７
月
20
日
ま
で

　

周
防
大
島
町
副
町
長

平
成
20
年
11
月
14
日

　

周
防
大
島
町
長
に
就
任

平
成
30
年
12
月
11
日
～
令
和
２
年
11
月
13
日
ま
で

　

山
口
県
町
村
会
長

令
和
元
年
７
月
31
日
～
令
和
２
年
11
月
13
日
ま
で

　

全
国
町
村
会
副
会
長

令
和
２
年
11
月
13
日

　

周
防
大
島
町
長
を
退
任
（
３
期
12
年
務
め
る
）

町長退任の
　　ごあいさつ

椎 木    巧
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令
和
２
年
第
２
回
周
防
大
島
町

議
会
臨
時
会
に
お
い
て
次
の
と
お

り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
11
月
20
日
選
任
・
敬
称
略
）

◆
議　

長　

荒
川　

政
義

◆
副
議
長　

尾
元　
　

武

【
常
任
委
員
会
】

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
７
人
）

委

員

長

久
保　

雅
己

副
委
員
長

山
中　

正
樹

委　
　

員

山
根　

耕
治

田
中　

豊
文

新
田　

健
介

小
田　

貞
利

荒
川　

政
義

◆
民
生
常
任
委
員
会
（
７
人
）

委

員

長

吉
村　
　

忍

副
委
員
長

岡
﨑　

裕
一

委　
　

員

山
中　

正
樹

栄
本　

忠
嗣

竹
田　

茂
伸

田
中　

豊
文

尾
元　
　

武

議
会
構
成
決
ま
る

（議席順・敬称略）

10 月 25 日執行の周防大島町議会議員一般選挙において、新しい議員さんが決まりました。

副
議
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

周
防
大
島
町
議
会
議
長　

荒あ
ら
か
わ川　

政ま
さ
よ
し義　
　

　

師
走
の
候　

町
民
の
皆
様
に

は
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
10
月
25
日
に
執
行
さ

れ
た
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
、

14
名
の
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
は
６
名
の

新
人
議
員
が
誕
生
し
、
こ
れ
か

ら
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
す
る
べ
く
、
議
員
一
同
、
精
一
杯
の

力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お
い
て
は
、
議
会
に

課
せ
ら
れ
た
課
題
も
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
そ
の
重
責
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
長
と
し
ま
し
て
も
、
公
平
・
公
正
な
議
会
運
営
が
で
き
る
よ

う
努
め
、
周
防
大
島
が
元
気
に
発
展
す
る
よ
う
、
藤
本
新
町
長
と

と
も
に
、
山
積
す
る
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
70
歳
・
小
松
）

栄え
い
も
と本　

忠た
だ
つ
ぐ嗣

（
41
歳
・
油
宇
）

尾お
も
と元　
　

武
た
け
し

（
64
歳
・
小
松
開
作
）

山や
ま
な
か中　

正ま
さ
き樹

（
65
歳
・
小
松
）

白し
ら
と
り鳥　

法の
り
こ子

（
43
歳
・
日
前
）



5 広報すおう大島 令和２年 ( 2020 年 )12 月号

◆
建
設
環
境
常
任
委
員
会
（
７
人
）

委

員

長

新
田　

健
介

副
委
員
長

栄
本　

忠
嗣

委　
　

員

白
鳥　

法
子

山
根　

耕
治

岡
﨑　

裕
一

砂
田　

雅
一

吉
村　
　

忍

　
◆
議
会
運
営
委
員
会
（
６
人
）

委

員

長

小
田　

貞
利

副
委
員
長

白
鳥　

法
子

委　
　

員

砂
田　

雅
一

新
田　

健
介

吉
村　
　

忍

久
保　

雅
己

【
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
】

（
11
月
20
日
選
出
）

◆
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

　

議
会
議
員
（
２
人
）

　

○
吉
村　
　

忍

　

○
久
保　

雅
己

◆
柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

　

議
会
議
員
（
２
人
）

　

○
竹
田　

茂
伸

　

○
山
根　

耕
治

吉よ
し
む
ら村　

忍
し
の
ぶ

（
49
歳
・
東
安
下
庄
）

新に
っ
た田　

健け
ん
す
け介

（
45
歳
・
久
賀
）

久く

ぼ保　

雅ま
さ
み己

（
70
歳
・
東
三
蒲
）

小お

だ田　

貞さ
だ
と
し利

（
62
歳
・
油
宇
）

山や
ま
ね根　

耕こ
う
じ治

（
56
歳
・
油
良
）

砂す
な
だ田　

雅ま
さ
か
ず一

（
64
歳
・
日
前
）

竹た
け
だ田　

茂し
げ
の
ぶ伸

（
61
歳
・
東
安
下
庄
）

田た
な
か中　

豊と
よ
ふ
み文

（
60
歳
・
東
安
下
庄
）

岡お
か
ざ
き﨑　

裕ゆ
う
い
ち一

（
51
歳
・
久
賀
）
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来
年
２
月
中
旬
か
ら
申
告
相
談

が
始
ま
り
ま
す
。
期
間
中
は
、
会

場
が
大
変
混
み
合
い
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
告
の
受
付
待
ち
時
間
短
縮
の

た
め
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
電
子
申
告
の
開
始
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
分
所
得
税
確
定
申
告

相
談
か
ら
、
会
場
で
申
告
相
談
さ

れ
た
所
得
税
確
定
申
告
書
（
還
付

申
告
を
含
む
）
を
電
子
申
告
で
税

務
署
に
送
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
電
子
申
告
を
行
う
際
に
は
、

利
用
者
識
別
番
号
が
必
要
と
な
る

た
め
、
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

は
が
き
や
通
知
書
を
お
持
ち
の
方

は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
は

が
き
や
通
知
書
が
無
い
方
は
、
申

告
相
談
時
に
会
場
で
新
規
に
利
用

者
識
別
番
号
を
取
得
し
ま
す
の
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
本
人

確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
待
ち
時
間
を
減
ら
す
た
め
に

　

医
療
費
の
計
算
や
営
業
・
農
業

等
の
収
入
と
経
費
の
計
算
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
自
書
コ
ー

ナ
ー
に
ご
案
内
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
待
ち
時
間
の
短
縮
の
た
め
、

事
前
の
資
料
整
理
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
営
業
・
農
業
等
の
収
支
計
算
を

す
る
場
合

　

あ
ら
か
じ
め
、
毎
月
の
収
入
金

額
や
領
収
書
を
整
理
し
て
、
項
目

別
に
確
認
が
で
き
る
よ
う
、
分
類
・

集
計
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
営
業
・

農
業
等
の
事
業
所
得
が
あ
る
す

べ
て
の
人
に
つ
い
て
記
帳
と
帳

簿
等
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
記
帳
に
あ
た
っ
て
は
、

売
上
等
の
収
入
金
額
や
仕
入
れ

そ
の
他
の
必
要
経
費
に
関
す
る

事
項
を
帳
簿
に
記
載
し
、
請
求

書
や
領
収
書
等
の
書
類
と
と
も

に
５
～
７
年
間
保
存
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
記
帳
は
、
一

つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く

日
々
の
合
計
金
額
の
み
を
ま
と

め
て
記
帳
す
る
な
ど
、
簡
易
な

方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
）

■
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
場
合

　

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
領

収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
『
医
療

費
控
除
の
明
細
書
』
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に
！
問
税
務
課　

74
‐
１
０
０
８

　

健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
を
添

付
す
る
と
、
明
細
書
の
記
入
を
省

略
で
き
ま
す
。
領
収
書
は
「
医
療

を
受
け
た
人
ご
と
」、「
病
院
・
薬

局
ご
と
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

合
計
金
額
を
計
算
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
費
の
払
い

戻
し
や
、
生
命
保
険
な
ど
の
補
て

ん
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
金
額

が
わ
か
る
資
料
を
準
備
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

■
領
収
書
等
の
注
意
事
項

　

領
収
書
や
証
明
書
は
、
必
ず
原

本
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

　

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
は
、

年
金
支
払
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）

か
ら
町
に
年
金
情
報
が
通
知
さ
れ

て
き
ま
す
の
で
、
町
・
県
民
税
の

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
源
泉
徴
収

票
に
記
載
し
て
あ
る
控
除
以
外
の

控
除
等
を
追
加
す
る
場
合
や
、
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
の
還

付
を
受
け
た
い
場
合
は
、
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

新型コロナウイルス対策として『農業経営支援』を実施しています
　令和２年１月１日から同年８月 31日の間に、町内に住所を有し、野菜・果樹・主食用米の出荷実績のある
農家世帯に対し、1世帯につき 20,000 円を支援します。（品種・出荷量は問いません）なお、すでに「周防大
島町花き生産業経営支援金」および「周防大島町畜産業経営支援金」の給付を受けた世帯は申請できません。

手続きの方法（次のいずれか） 問い合わせ先

１

ＪＡ周防大島統括本部を通じて出荷実績のある方
　10 月下旬から順次、ＪＡ周防大島統括本部より、申請書等必要書類
をご自宅に送付しています。（※上記期間内に出荷実績がありながら、
申請書類等が届いていない方は、右記までお問い合わせください）

ＪＡ周防大島統括本部 
指導販売課

☎ 0820（72）0970

２
ＪＡ周防大島統括本部を通さず、個人で出荷をされた方
　役場農林課までお問い合わせください。なお、申請には出荷したこと
を証明できる、出荷伝票や納品書等が必要となります。

農林課 農林振興班
☎ 0820（79）1002
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申告の際は、マイナンバーの提示が必要です！
　社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入により、令和３年度 町・県民税申告書および令和２年分所
得税確定申告書の提出の際には、マイナンバーの記載および本人確認書類の提示が必要となります。
　必要な本人確認書類は次のとおりです。

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方
　マイナンバーカードをお持ちください。マイナンバーカードには顔写真が付いているので、マイナンバー
カードのみでマイナンバーおよび本人の確認が可能です。

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方
　ご記入いただくマイナンバーと、そのマイナンバーの持ち主であることの確認書類が必要なため、確認
書類①と②をお持ちください。
確認書類①　マイナンバーの確認書類
　例）�通知カード※、住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（マイナンバーの記載があるものに限ります）

などのうちいずれか１つ
※�「通知カード」は令和２年５月 25日に廃止されていますが、通知カードに記載された氏名、住所など
が住民票に記載されている内容と一致している場合に限り、引き続き番号確認書類として利用できます。

確認書類②　マイナンバーの持ち主であることを確認できる書類
　例）�運転免許証、パスポート、身体障害者手帳などのうちいずれか１つ（※写真表示のない身元確認書

類（保険証等）の提示のときには、２種類以上の書類が必要です。例保険証とキャッシュカード等）

譲渡所得・青色申告等の申告相談について
　次のような申告を希望される方は、柳井税務署
で申告相談をお願いします。

○�株式や土地などの譲渡所得、山林所得、先物取
引に係る雑所得　
○青色申告　○損失申告
○初めて住宅借入金等特別控除を受ける申告

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた町内在住の高齢者および町内事業者への経済的支援を目的とし
て、周防大島町シルバー応援クーポン券を 70歳以上の方全員へ９月末に送付しています。
　利用期限が近づいていますのでまだクーポン券をお持ちの方は是非ともご利用ください。

■利用期限　令和 3年１月 31日㈰
■利用方法
・�取扱店で 1,000 円（税込）につき 1枚（500 円割引）の使
用ができます。
・�取扱店は、周防大島町商工会ホームページもしくは、取扱
店に掲示してある取扱店表示ポスターにてご確認ください。

周防大島町シルバー応援クーポン券の
利用期限は１月３１日までです

「申告相談所」の会場が変わります
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和３
年の申告相談から会場が変わる地区があります。
　その他の会場を含む全体の「申告相談所開設日程」
については、１月号の広報でお知らせします。

地区 （旧）会場 （新）会場
大島 大島庁舎 しまとぴあスカイセンター

橘 橘総合支所 橘総合センター

■問い合わせ
　福祉課 民生福祉班
　☎ 0820（77）5505
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№ 93

　　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
は
、
社
会
情

勢
も
暮
ら
し
方
も
、
何
も
か
も
に

変
化
を
求
め
ら
れ
る
激
動
の
年

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
だ
ま
だ
、
新
し
い
生
活
様

式
に
慣
れ
な
い
不
便
さ
や
戸
惑
い

も
あ
り
ま
す
が
、
心
機
一
転
、
笑

顔
で
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
ね
。

年
末
年
始
の
感
染
症
対
策

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
忘
新
年
会

や
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
の
帰
省

と
い
っ
た
恒
例
行
事
が
め
じ
ろ
お

し
で
す
ね
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
に

ぎ
や
か
に
楽
し
む
〝
集
ま
り
事
〟

で
す
が
、
今
年
は
い
さ
さ
か
注

意
が
必
要
で
す
。
会
食
は
少
人

数
・
短
時
間
と
し
、
箸
や
コ
ッ
プ

は
使
い
ま
わ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
座
席
の
配
置
は

正
面
や
真
横
は
な
る
べ
く
避
け
、

斜
め
向
か
い
に
す
る
工
夫
を
。
一

般
に
、
５
分
間
の
会
話
で
１
回
の

せ
き
と
同
じ
く
ら
い
の
飛
沫
（
約

３
０
０
０
個
）
が
飛
ぶ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
会
話
す
る
時
は
な
る

べ
く
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
大
声
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
な
に
よ
り
、
体
調
が
悪
い
時

は
参
加
の
中
止
を
。
こ
う
し
た
配

慮
の
積
み
重
ね
が
、
ご
自
身
や
大

切
な
方
々
を
感
染
症
か
ら
守
る
一

歩
と
な
り
ま
す
。

町
の
声
か
ら
生
ま
れ
る
健
康
づ
く
り

　

感
染
症
対
策
と
同
様
に
、
皆
さ

ん
の
健
康
を
守
り
、
日
常
生
活
上

の
制
限
や
障
害
を
少
な
く
す
る
た

め
の
対
策
と
し
て
、
第
2
期
健
康

増
進
計
画
後
期
計
画
を
現
在
策
定

中
で
す
。
そ
こ
で
最
も
重
要
に
な

る
の
が
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

皆
さ
ん
の
声
で
す
。
お
手
元
に
、

健
康
増
進
計
画
策
定
に
係
る
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
残
っ
て
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
返
信
を
お
願
い
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
が
町
の
健
康

を
守
り
ま
す
！

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

　

年
越
し
と
い
え
ば
そ
ば
で
す

が
、
め
ん
と
具
だ
け
を
食
べ
て

汁
を
残
し
た
場
合
、
ど
れ
だ
け

の
塩
分
カ
ッ
ト
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
？

①
約
1
割　
　

②
約
３
割　
　

③
約
５
割

（
答
え
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

笑
顔
で

　

新
年
を
迎
え
よ
う
！

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～  

か し こ い
消 費 者

めざせ！

【
相
談
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
有
名
な
家
電
メ
ー
カ
ー
を
検
索
し
て
表
示
さ

れ
た
サ
イ
ト
で
、
掃
除
機
が
格
安
で
売
ら
れ
て
い
る
。
有
名
な
メ
ー

カ
ー
の
サ
イ
ト
だ
と
思
う
が
、
値
段
が
あ
ま
り
に
も
安
い
。
何
か
気

を
つ
け
る
べ
き
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

有
名
な
メ
ー
カ
ー
等
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
よ
く
似
た
作
り
で
、
正

規
サ
イ
ト
よ
り
格
安
で
販
売
す
る
、
模
倣
サ
イ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
正
規
の
サ
イ
ト
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
か
ら
購
入
す
る
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

有
名
な
メ
ー
カ
ー
等
の
正
規
サ
イ
ト
だ
と
思
い
込
ん
で
商
品
を
購

入
し
た
サ
イ
ト
が
、
実
は
正
規
サ
イ
ト
を
模
倣
し
た
サ
イ
ト
で
、
商

品
が
届
か
な
い
、注
文
し
た
も
の
と
は
別
の
も
の
が
届
い
た
、と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
模
倣
サ
イ
ト
の
運
営
事
業
者
の
多

く
は
、
海
外
に
所
在
す
る
た
め
、
被
害
に
遭
う
と
連
絡
が
取
れ
ず
、

返
金
な
ど
の
被
害
回
復
が
困
難
で
す
。
通
常
の
価
格
よ
り
も
あ
ま
り

に
安
く
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
模
倣
サ
イ
ト
を
疑
い
、
購
入
前

に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
不
審
な
点
が
な
い
か
確
認
す
る
な
ど
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

 
お
困
り
の
際
は
、
柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

格
安
を
う
た
う
模
倣
サ
イ
ト
に
ご
注
意

ご
相
談
は
…

　

柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
２
５

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る

　
　
　
　
　
　
〝 

５
つ
の
場
所 

〟

○
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

　

回
し
飲
み
や
箸
の
共
用
に
注
意

○
大
人
数
や
長
時
間
に
及
ぶ
飲
食

　

大
き
な
声
で
の
会
話
を
控
え
る

○
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

　

近
距
離
で
の
会
話
を
控
え
る

○
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

　

�

ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
場
所
で
の

感
染
に
注
意

○
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

　

�

休
憩
室
や
喫
煙
所
、
更
衣
室
で

も
対
策
を
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　　12 月 10 日㈭から令和３年１月３日㈰までの間、「年
末年始の交通安全県民運動」が実施されます。
　過去５年、12 月は県内で最も多く交通死亡事故が発
生し、夜間、歩行中に被害に遭われる方が多い月です。
　ドライバーの方は早めのライト点灯とハイビームを
上手に活用することで危険を早期に発見し、歩行者の
方は明るい色の服と反射材を活用することで年末年始
を無事故で過ごしましょう。

【運動重点】
○�子供を始めとする歩行者の安全と自転車の安全利用

の確保
○高齢運転者等の安全運転の励行
○�夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等の危険

運転の防止
○横断歩道における歩行者優先の徹底

中
高
一
貫
教
育
だ
よ
り 

④  
高
校
教
員
に
よ
る
進
路
相
談
を
実
施

　

10
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
連
携
４
中
学

校
の
三
年
生
が
高
校
教
員
か
ら
進
路
や
高
校
生
活

に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
は
「
高
校
の
授
業
は
ど
れ
く
ら
い

難
し
い
で
し
ょ
う
か
」「
高
校
で
は
勉
強
と
部
活
動

の
両
立
は
可
能
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
高
校
教
員
は
中
学
生
の
不
安
を
解
消

で
き
る
よ
う
に
、
丁
寧
に
回
答
を
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

高
校
教
員
に
直
接
質
問
す
る
こ
と
で
進
路
へ
の

不
安
を
解
消
し
、
高
校
受
験
へ
の
前
向
き
な
気
持

ち
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
高

校
進
学
後
の
進

路
に
も
意
識
を

向
け
さ
せ
る
こ

と
で
、
進
路
選

択
の
重
要
性
を

伝
え
、
進
路
実

現
の
た
め
に
今

の
学
校
生
活
や

学
習
姿
勢
を
見

直
す
こ
と
の
大

切
さ
を
意
識
づ

け
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
初
旬
に
か
け
て
、
連
携
中

学
校
出
身
の
高
校
一
年
生
を
対
象
に
、
出
身
中
学

校
の
教
諭
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
は
中
学
三
年
時
の
担
任
教
諭
等
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
も
っ
て
、
高
校
に
入
学
し

て
か
ら
の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
の
「
心
と
体
の

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
た
の

で
、
き
め
細
か
な

教
育
相
談
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
終
え
た
生
徒

は
、
高
校
生
活
に

対
し
て
、
よ
り
前

向
き
に
な
れ
た
様

子
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

周
防
大
島
高
等
学
校

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

【
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
後
の
生
徒
の
感
想
】

 

・
今
の
中
学
三
年
生
が
私
た
ち
を
見
習
っ
て
頑
張
っ

　

て
く
れ
て
い
る
と
聞
い
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

 

・
久
し
ぶ
り
に
中
学
校
の
先
生
と
お
話
が
で
き
て

　

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

　

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

・
部
活
の
こ
と
や
ク
ラ
ス
の
こ
と
を
気
軽
に
話
す

　

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

 

・
勉
強
は
諦
め
た
ら
だ
め
だ
と
言
わ
れ
、
す
ご
く

　

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

カウンセリングの様子

進路指導の様子

　年末年始の交通安全県民運動　～柳井警察署だより～　

　問周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　　柳井警察署　　　　☎ 0820（23）0110
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　献血にご協力をお願いします

　11月５日、26日に、町内の各地区で献血が行われ、
86人の方にご協力をいただきました。
　献血された輸血用血液製剤の多くは、がん（悪性
新生物）の患者さんに使用されています。
　近年では、若年層の献血者が減少傾向にあり、輸
血を必要としている方々を支えていくためには、各
年齢層はもとより、若年層の協力がますます必要と
なってきます。皆さまのご協力をお願いします。
　なお、周防大島での次回の献血実施は、来年の２月、
３月に計画されています。▲看護師さんと話しながら和やかな雰囲気で献血

　消防広報車を更新しました

　11月 10 日、柳井消防署西部出張所に広報車が配備さ
れました。これは、長年使用してきた車両の更新による
もので、これまで使用していた普通車から軽自動車に変
更されています。軽自動車に変更したことにより機動力
が上がり、島内の細い道にも対応できます。
　新しい広報車は、火災予防や災害時における広報活動
はもちろん、機動力を活かした消防活動など多目的に活
躍することが期待されます。
　柳井消防署西部出張所の河村健次所長は、「これからも
地域住民の安全確保に努めてまいります」と話しました。

　明治安田生命と連携協定を締結

　11月 30日、周防大島町と明治安田生命保険相互会社
は、健康づくりの推進に向けた取り組みを通じて、町民
の健康的な生活の実現に寄与することを目的とした連携
協定を締結しました。
　今後は、町が推進する「第２期周防大島町健康増進計
画」と明治安田生命保険相互会社の「みんなの健活プロ
ジェクト」とのコラボレーションによる地域の健康づく
りやがん対策、感染症対策など、さまざまな活動に取り
組んでいきます。

周 防 大 島 町 の 話 題

▲配備された広報車。夜間でも目立つ仕様となっている

▲協定を結んだ藤本町長と明治安田生命保険相互会社 徳山
支社の宮副弘明支社長㊧
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【Ｐ８ちょび塩クイズ答え　答え　③】
　かけそば１杯の食塩量は約 5g です。そば自体は食塩ゼロのため、
つゆを残せば残すほどちょび塩です！

受
章
・
表
彰

◆
瑞
宝
単
光
章

　

奥
田　
　

博
さ
ん
（
日
見
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
副
団
長
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

杉
山　

雅
海
さ
ん
（
平
野
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
副
団
長
）

◆
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会 

功
労
者
表
彰

　

西
本　

克
也
さ
ん
（
土
居
）

　
（
周
防
大
島
町
代
表
監
査
委
員
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
観
光
協
会
）

の
新
井
謙
太
朗
で
す
。

　

11
月
14
日
、
15
日
に
片
添
ヶ
浜
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
宿
泊
客
限
定
で
、

キ
ャ
ン
プ
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
瀬
戸
内
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー　

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
周
防

大
島
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
実
際
に
体
験
す
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

そ
し
て
会
場
で
は
テ
ン
ト
設
営
や
ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
調
理
法
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
片
添
ヶ
浜
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
は
中
国
地
方
で
も
指
折
り

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
高
規
格
の
設
備
が

整
っ
て
お
り
、
四
国
側
か
ら
昇
る
朝
日

が
と
て
も
綺
麗
に
見
え
る
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
と
言
え
ば
夏
。
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
実
は
キ
ャ
ン
プ
泊
を
す
る
な

ら
秋
か
ら
の
季
節
の
方
が
過
ご
し
や
す

い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
蚊
な
ど
の
虫
が

少
な
く
、
さ
ら
に
焚
火
な
ど
で
秋
の
夜

長
を
楽
し
め
る
時
期
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
た
き
火
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
「
た
き
火
バ
ー
」
の
出
店

が
あ
り
、
島
の
特
産
物
を
使
用
し
た
特

別
ド
リ
ン
ク
を
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
15
日
に
は
、
み
か
ん
鍋
を
振
る
舞
い
、

キ
ャ
ン
パ
ー
の
皆
さ
ん
に
周
防
大
島
の

新
名
物
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
だ
き
、

本
町
の
魅
力
を
十
分
に
堪
能
し
て
も
ら

え
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
周
防
大
島
で
キ
ャ

ン
プ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
、

新
た
な
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

周防大島観光協会
☎０８２０（７２）２１３４

24

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 新井謙太郎の

令
和
２
年
の
お
も
な
で
き
ご
と

（
広
報
紙
等
か
ら
）

２
月�　

周
防
大
島
高
校
新
校
舎
完
成

３
月�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
各
施
設
で
臨
時
休
館

が
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
年
間
を
通

じ
て
各
種
行
事
が
中
止
と
な
る

４
月

１
日�　

周
防
大
島
町
上
下
水
道
料
金
お
客

様
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始
（
業
務
開
始

に
併
せ
、
委
託
先
の
フ
ジ
地
中
情
報

株
式
会
社
と
の
間
で
、「
地
域
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
関
す
る
協
定
」

お
よ
び
「
災
害
時
等
に
お
け
る
応
援

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
）

16
日�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
全
て
の
都
道
府
県
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
る

５
月

14
日�　

山
口
県
を
含
む
39
県
で
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
る

７
月�　
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
に
よ
り
甚

大
な
被
害
が
発
生
す
る

10
月

25
日�　

周
防
大
島
町
長
選
挙
・
周
防
大
島

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

28
日�　

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
包
括
協
定

を
締
結

11
月

13
日　

２
代
目
町
長 

椎
木　

巧 

氏
退
任

14
日　

３
代
目
町
長 

藤
本
淨
孝 

氏
就
任

30
日�　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と

連
携
協
定
を
締
結
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山口県特定（産業別）最低賃金が
改正されました

お知らせ 12 月

農
業
担
い
手
研
修
生
募
集

　

周
防
大
島
町
内
で
柑
橘
栽
培
を

主
体
と
し
た
農
業
経
営
者
に
な
る

こ
と
に
強
い
意
欲
の
あ
る
研
修
生

を
募
集
し
ま
す
。
研
修
生
は
、
山

口
県
農
業
協
同
組
合 

周
防
大
島
統

括
本
部
の
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務

し
な
が
ら
、
研
修
を
受
け
ま
す
。

採
用
に
つ
い
て
は
、
書
類
審
査
、

面
接
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
人

■
研
修
場
所

　

山
口
県
農
業
協
同
組
合 

周
防
大

島
統
括
本
部

■
研
修
期
間
・
条
件

　

令
和
３
年
４
月
～
令
和
４
年
３
月

　

Ｊ
Ａ
山
口
県
の
勤
務
時
間
に
準

じ
ま
す
。
研
修
期
間
中
は
賃
金
を

支
給
し
ま
す
。

■
年
齢　

50
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

令
和
３
年
１
月
15
日
㈮
ま
で
に

履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
お
届

け
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

農
林
課 

農
林
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
申
告
に
つ
い
て

■
申
告
の
必
要
な
方

　

商
店
・
農
業
・
漁
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
お
ら

れ
る
会
社
や
個
人
の
方

※
事
業
を
廃
止
・
休
業
さ
れ
た
場

　

合
も
申
告
は
必
要
で
す
。

■
償
却
資
産
と
は

　

事
業
用
の
機
械
・
器
具
・
備
品
等

■
申
告
書
に
つ
い
て

　

以
前
か
ら
申
告
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。
今
回
が
初
め
て

と
な
る
方
は
、
申
告
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
課
税
標
準
の
特
例
（
船
舶
な
ど
）

　

や
課
税
免
除
の
適
用
（
旅
館
・

　

製
造
業
な
ど
）
を
受
け
る
場
合

　

に
は
別
途
書
類
が
必
要
と
な
り

　

ま
す
。
ご
不
明
な
点
や
詳
し
い
内

　

容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意
点

 

・
確
定
申
告
の
減
価
償
却
と
は
別

　

の
申
告
と
な
り
ま
す
。

 

・
国
税
申
告
書
（
確
定
申
告
）
等

　

の
調
査
に
よ
り
修
正
申
告
を
し

　

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
限

　

令
和
３
年
２
月
１
日
㈪

■
提
出
先　

　

税
務
課 

課
税
第
2
班
ま
た
は
各

総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

課
税
第
2
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
の

対
象
事
業
所
が
新
し
く
増
え

ま
す

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
、
次
の
事

業
所
が
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
現
在
ご
使

用
中
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
は
、

事
業
所
名
が
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん

が
使
用
で
き
ま
す
）

■
事
業
所
名

　

ｎね

っ

と

ｅ
ｔ
ｔ
ｏ

　
（
介
護
タ
ク
シ
ー
ｎ
ｅ
ｔ
ｔ
ｏ
）

■
住
所

　

周
防
大
島
町
外
入
２
０
７
６
‐
１

■
電
話
番
号

　

０
７
０
（
８
４
０
８
）
１
８
０
１

■
助
成
さ
れ
る
料
金

　

初
乗
り
料
金

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

募　
　

集

お
知
ら
せ

特定（産業別）最低賃金 時間額 効力発生日

鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製
業、非鉄金属・同合金圧延業、
非鉄金属素形材製造業

967 円

R2.12.15
電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

893 円

輸送用機械器具製造業 937 円

百貨店、総合スーパー 859 円

　なお、山口県最低賃金は令和元年 10 月５日発効
の「時間額  829 円」が引き続き適用となります。
詳しくは、山口労働局労働基準部賃金室へお問い
合わせください。☎０８３（９９５）０３７２

凧あげは近くに電線のない
広いところで！

　もし凧が電線にかかったら、自分で取ろうと
せずに、中国電力ネットワークへお知らせくだ
さい。電線には、絶対に触らないでください。

■連絡先　中国電力ネットワーク株式会社
　　　　　柳井ネットワークセンター
　　　　　☎０１２０（６１６）３１８
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お知らせ 12 月

演
奏
会

「
心
の
せ
ん
た
く

  

～
虹
色
涙
の
お
か
げ
さ
ま
～
」

■
日
時

　

令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
開
場
９
時
30
分
）

■
会
場

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
（
入
場
無
料
）

■
内
容

　

お
は
な
し
つ
む
ぎ
と
ピ
ア
ノ
、

ギ
タ
ー
、
歌
の
演
奏
会

■
出
演

　

阿
波
ひ
ろ
み
（
作
詞
家
・
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）、
マ
ウ
ン
テ
ン
マ

ウ
ス 

ま
ぁ
し
い
（
音
楽
家
・
山
口

ふ
る
さ
と
大
使
）

■
募
集
人
数

　

45
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

12
月
20
日
㈰
～
26
日
㈯
ま
で
の

間
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会

　
（
木
村
）

☎
０
９
０
（
７
７
７
６
）
０
２
４
０

　

広
島
交
響
楽
団
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

音
楽
鑑
賞
教
室

　

広
島
広
域
都
市
圏
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、
広
島
交
響
楽
団
に
よ
る

音
楽
鑑
賞
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

広
島
交
響
楽
団
音
楽
総
監
督
で

あ
る
下
野
竜
也
さ
ん
の
司
会
進
行
・

指
揮
に
よ
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や

演
奏
曲
に
ま
つ
わ
る
楽
し
い
話
を

交
え
な
が
ら
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
日
時

　

令
和
3
年
2
月
6
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時

■
会
場

　

Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ　

　
（
広
島
市
中
区
加
古
町
4
‐
17
）

■
募
集
対
象

　

広
島
広
域
都
市
圏
在
住
の
児

童
・
生
徒
お
よ
び
そ
の
保
護
者

※�

児
童
・
生
徒
1
人
に
つ
き
保
護

者
1
人
ま
で
参
加
可
能

【
広
島
広
域
都
市
圏
構
成
市
町
】

広
島
県
：
広
島
市
、
呉
市
、
竹
原

市
、三
原
市
、大
竹
市
、東
広
島
市
、

廿
日
市
市
、
安
芸
高
田
市
、
江
田

島
市
、府
中
町
、海
田
町
、熊
野
町
、

坂
町
、
安
芸
太
田
町
、
北
広
島
町
、

大
崎
上
島
町
、
世
羅
町

山
口
県
：
岩
国
市
、
柳
井
市
、
周

防
大
島
町
、
和
木
町
、
上
関
町
、

田
布
施
町
、
平
生
町

■
募
集
人
数　

５
０
０
人
（
抽
選
）

■
鑑
賞
料

　

小
学
生
７
０
０
円

　

中
学
生
８
０
０
円

　

高
校
生
９
０
０
円

　

保
護
者
９
０
０
円

■
申
込
方
法

　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
（
抽
選
）

■
申
込
期
間

○
１
次
申
込

　

12
月
15
日
㈫
午
前
11
時
～
令
和

３
年
1
月
7
日
㈭
午
前
11
時
ま
で

○
２
次
申
込

　

令
和
３
年
1
月
12
日
㈫
午
前
11

時
～
1
月
19
日
㈫
午
前
11
時
ま
で

※�

1
次
申
込
で
募
集
人
数
に
達
し

た
場
合
は
、
2
次
申
込
は
実
施

し
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

　

詳
細
は
広
島
広
域
都
市
圏
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（https://w
w
w
.city.hiroshim

a.
lg.jp/site/kouiki/1

9
1
5
0
1
.

htm
l

）

■
問
い
合
わ
せ

　

広
島
市
役
所
広
域
都
市
圏
推
進

課
（
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事

務
局
）

☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
７

　

０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
２
９

　

kouiki@
city.hiroshim

a.lg.jp

催　
　

し

●グリーンステイながうら潮風呂保養館
　・期間中は全営業　　　　　　　（☎ 79‐0021）
　　マイクロバスはお休みします。
●竜崎温泉潮風の湯（☎ 77‐1234）
　・期間中は全営業。マイクロバスはお休みします。
●片添ケ浜温泉遊湯ランド（☎ 78‐2226）
　・休館日　12月 30日㈬、31日㈭、1月２日㈯
　※�元旦は初湯につかり、初日の出を眺めていただ
くため、午前７時から午後２時まで営業します。
（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入
場制限を行う場合があります）

●星野哲郎記念館（☎ 78‐0365）
　・休館日　12月 30日㈬（定休日）
●陸奥記念館（☎ 75‐0042）　・年中無休

●なぎさ水族館（☎ 75‐1571）
　・休館日　12月 30日㈬～ 1月２日㈯
●道の駅サザンセトとうわ（☎ 78‐0033）
　・休館日　12月 30日㈬～ 1月２日㈯
●宮本常一記念館（周防大島文化交流センター）　

　　　　　　　　　　　　　　　   （☎ 78‐2514）
　・休館日　12月 28日㈪～ 1月３日㈰
●日本ハワイ移民資料館　（☎ 74‐4082）
　・休館日　12月 28日㈪～ 1月４日㈪
●久賀八幡生涯学習のむら（☎ 72‐2601）
　・休館日　12月 28日㈪～ 1月４日㈪
●周防大島町陸上競技場・周防大島町総合体育館

　（☎ 78‐2512）
　・休館日　12月 29日㈫～ 1月３日㈰

年末年始  休業・営業のご案内（12 月 28 日～ 1 月４日の予定）

ﾒｰﾙ ℻

★
催
し
や
各
種
行
事
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
は
、
中
止
や
延
期
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
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　底抜けのバイタリティで、いつも歌謡曲を熱く語った作詞・作曲家の中山大三郎さん。繊細な詩心から生まれ
た作品は、時代を越えて多くの人びとを魅了してやみません。
　この度の企画展では、生前にゆかりの深かった方々より、作品のリクエスト状という形で寄せていただいたお
便りを紹介します。広く愛されたお人柄を回顧しつつ、星野哲郎を生涯の師と仰いだ中山大三郎さんの作品と業
績を振り返る企画展となっています。是非ご来館ください。

令和２年度　星野哲郎記念館   企画展開催中！

　　　　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）

　　　　　　毎週水曜日（水曜日が祝日の場合その翌日）
　　　　　　年末年始は 12 月 30 日㈬

開館時間
休   館   日

詞
し か し ゅ う

花集　〜 前略  中山大三郎さま
    （アンソロジー）

■問い合わせ　
　商工観光課　　　 ☎ 0820（79）1003
　星野哲郎記念館 　☎ 0820（78）0365

「
シ
マ
タ
ビ
」
で

魅
力
を
発
信

　

周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
観

光
情
報
番
組
「
シ
マ
タ
ビ
」
は
、

島
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
に
島
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
、
グ
ル
メ
や
登
山
に
映
え
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
番
組
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
名
物
「
み
か

ん
鍋
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
開
発
秘
話

な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
皆
さ
ん
の
知
ら

な
い
み
か
ん
鍋
の
一
面
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
か
ら
第
４
回
は
嵩
山
、
文
珠
山
、

飯
の
山
の
シ
ョ
ー
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
を
紹
介
。

　

嵩
山
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
7
合
目
付
近
ま

で
車
で
行
き
、
し
あ
わ
せ
祈
岩
の
ひ
と
つ

岩
屋
権
現
や
展
望
テ
ラ
ス
を
経
由
し
て
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

文
珠
山
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
文
殊
堂
ま
で

車
で
行
き
、
山
頂
で
は
お
湯
を
沸
か
し
て

ヤ
マ
ラ
ー
（
山
ラ
ー
メ
ン
）
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

飯
の
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
Ｊ
Ｒ
大
畠

駅
を
ス
タ
ー
ト
し
て
大
島
大
橋
を
歩
い
て

渡
り
、
飯
の
山
の
展
望
台
で
大
畠
瀬
戸
の

絶
景
を
望
み
な
が
ら
山
弁
に
舌
鼓
。

　

第
５
回
は
、
三
密
を
避
け
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
片
添
ヶ
浜

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
紹
介
。
管
理
人
の

佐
野
さ
ん
に
キ
ャ
ン
プ
の
い
ろ
は
を
指
南

い
た
だ
き
、
第
６
回
の
肉
丼
と
魚
丼
に
よ

る
丼
対
決
で
は
「
じ
ゃ
ん
け
ん
丼
！
」
の

勝
者
が
実
食
し
、食
リ
ポ
を
務
め
ま
し
た
。

　

現
在
放
送
中
の
第
７
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
に
ち
な
ん
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
道
の

駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
支
配
人
の
岡
崎
さ

ん
を
ガ
イ
ド
に
、
道
の
駅
を
ス
タ
ー
ト
し

て
筏
八
幡
宮
、
伊
保
田
港
、
星
の
ビ
ー
チ

を
経
て
片
添
ヶ
浜
に
ゴ
ー
ル
す
る
約
35
㎞

の
コ
ー
ス
を
完
走
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
観
光
協
会
ス
タ
ッ
フ
の
体

当
た
り
な
実
体
験
を
通
じ
て
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
周
防
大
島
の
魅
力
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
周
防
大
島
観
光
協
会   

☎
72
‐
２
１
３
４ サイクリングスタート！
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　
　

松
本　

可
奈
子

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
１
年
で
し
た
か
。

　

毎
年
11
月
30
日
は
〝
い
い
看
取
り
・
看

取
ら
れ
の
日
〟
で
、「
人
生
会
議
の
日
（
ア

ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
考
え
る
日
）」
で
す
。「
人
生
会
議

（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」

と
は
、
人
生
の
終
わ
り
ま
で
、
自
分
が
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
、家
族
や
友
人
、

関
係
者
と
話
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

も
し
も
、
医
療
や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
に
な
っ
た
時
、
皆
さ
ん
は
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
で
す
か
？

人
生
の
選
択
を
す
る
際
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
に
「
ど
の
よ
う
に
ケ
ア
を
し
て
ほ
し

い
」「
誰
に
そ
ば
に
い
て
欲
し
い
」「
自
分

に
と
っ
て
何
が
大
切
か
」
と
い
う
価
値
観

や
人
生
観
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、

例
え
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
も
尊
重

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
自
身
の
大
切
な
も
の

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
家
族
や
友
人
の
こ
と
に
つ
い
て
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
も
し
も
の
時
、
本
人

に
代
わ
っ
て
人
生
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
場

面
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、

「
〇
〇
さ
ん
な
ら
こ
う
い
う
風
に
考
え
る
だ

ろ
う
」
と
思
え
る
よ
う
な
関
係
性
を
、
普

段
か
ら
築
い
て
お
け
る
と
良
い
で
す
ね
。

　

年
末
年
始
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
会
う

機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
将
来
の
こ
と
、

自
分
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
遠
方
の
家
族
や
友
人
と
会
う
機

会
が
減
っ
て
い
る
今
、
こ
う
い
っ
た
心
の

交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
住
民
の
方
が
医
療

や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
医
療
の
こ
と
、
介
護
の
こ

と
で
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
大
切
な
も
の
は

な
ん
で
す
か
？

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 13 日㈬ ９：00 ～ 10：00

心の健康相談 19 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 22 日㈮ 10：00 ～ 15：00

問柳井健康福祉センター　☎ 0820（22）3631

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。

《１月の柳井健康福祉センター定例保健事業》

令和２年度 成人式
　○日時　令和３年１月４日㈪
　　　　　・式典　午前 11 時～　
　○会場　東和総合センター

令和３年 消防出初式
　○日時　令和３年１月５日㈫
　　　　　・式典　午前 10 時～　　
　○会場　大島文化センター

教
育
委
員
会
委
員
の
異
動

　

令
和
２
年
９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

３
回
周
防
大
島
町
議
会
定
例
会
」
に
お
い

て
、
長
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
と
し
て
町
教

育
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
長
尾
恵

子
氏
（
西
安
下
庄
）
の
後
任
と
し
て
、
新
た

に
、
柏
谷 

淳
氏
（
西
安
下
庄
）
の
教
育
委

員
任
命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

【
任
期
】　

令
和
２
年
11
月
27
日

　
　
　
　
　
　

～
令
和
６
年
11
月
26
日

柏谷　淳 教育委員

特設人権相談所
日　　時　１月８日㈮　午前９時 30分～正午
場　　所　大島庁舎
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等人権に関
　　　　　する問題
相  談    員　人権擁護委員
　※�悪天候により警報等が発令された場合は中止にな
ることがあります。

問福祉課　☎０８２０（７７）５５０５
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イベント・健康相談カレンダー

２１
（月）

結核・肺がん検診（東安下庄地区）

２２
（火）

結核・肺がん検診（西安下庄地区）

２３
（水）

結核・肺がん検診（秋・吉浦・大泊・日良居地区）

２４
（木）

育児相談　10：00 ～ 11：30 
（しまとぴあスカイセンター）

２５
（金）

２６
（土）

２７
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈橘医院　☎ 77‐1000〉

２８
（月）

２９
（火）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈しまかぜ在宅支援診療所　☎ 78‐2533〉

３０
（水）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈山中クリニック　☎ 72‐0152〉

３１
（木）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈橘医院　☎ 77‐1000〉

５
（火）

６
（水）

７
（木）

認知症相談日　9：00 ～ 16：00 （ 日良居庁舎）
〈問地域包括支援センター　 ☎ 73‐5506〉

８
（金）

育児相談　10：00 ～ 11：30 （日良居庁舎）
ちょび塩の日ＰＲ活動　９：30 ～ 11：30  

（ＪＡ直売所　島の恵み小松店）
こころの相談会（要予約）　10：00 ～ 12：00 

〈申込先　健康増進課 健康づくり班 ☎ 73‐5504〉

９
（土）

１０
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈野村医院　☎ 76‐0017〉

１１
（月）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
（安本医院　☎ 73‐0822）

１２
（火）

子宮頸がん・乳がん検診　13：30 ～ 15：00（受付）
（沖浦農村環境改善センター）

１３
（水）

子宮頸がん・乳がん検診　13：30 ～ 15：00（受付）
（蒲野農村環境改善センター）

１４
（木）

子宮頸がん・乳がん検診　13：30 ～ 15：00（受付）
（しまとぴあスカイセンター）

１５
（金）

子宮頸がん・乳がん検診　13：30 ～ 15：00（受付）
（しまとぴあスカイセンター）

１６
（土）

１７
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈橘医院　☎ 77‐1000〉

１８
（月）

１９
（火）

子宮頸がん・乳がん検診　13：30 ～ 15：00（受付）
（油田農村環境改善センター）

育児相談　10：00 ～ 11：30 （久賀福祉センター）

２０
（水）

子宮頸がん・乳がん検診　13：30 ～ 15：00（受付）
（和田出張所）

１
（金）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈おげんきクリニック　☎ 74‐2490〉

２
（土）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
〈川口医院　☎ 78‐0306〉

３
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈橘医院　☎ 77‐1000〉

４
（月）

１２月（２１日～３１日）

１月（１日～２０日）

※町立病院は、年間を通して休日夜間救急医療に当直医が対応しています。
　▪大島病院　☎７４‐２５８０　　▪東和病院　☎７８‐０３１０
※催しや各種行事については、新型コロナウイルスの影響によっては、中止や延期の可能性もあります。
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人の動き（12 月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １５，３００人 （28 人減）

男（日本人） ７，０５１人

女（日本人） ８，１４３人

外国人 １０６人 （１人増）

世帯数 ８，８２６戸 （13 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生　     2 人　　
　　転入　25 人 小計 27 人
減：死亡　32 人
　　転出　24 人 小計 56 人

今月の納期
　
　【第３期分】　固定資産税
　【第６期分】　国民健康保険税（普通徴収）
　　　　　　　介護保険料（普通徴収）
　　　　　　　後期高齢者医療保険料  （普通徴収）
    
　　　　　　　納期限　12 月 25 日㈮

周防大島町交通事故発生状況 
（令和２年 10 月末現在）

人身交通事故
件数 死者 傷者

１１ ０ １６

前年比
－１０ ±０ ー１７

物損事故件数
２５７ 前年比 ー１１

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。

このコーナーはＰＤＦ版では掲載して
おりません。
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　廃棄物の野焼き（野外焼却）については、廃棄物処理基準を満たしていない ※ 設備等での
焼却を含め、法律で禁止されているよ。ただ、例外としては次のものなどがあるよ。
○�どんと焼きなどの風俗習慣上または、宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却。
○�農業者が行う稲わら等の焼却など、農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないもの
として行われる廃棄物の焼却。（廃ビニールの焼却は含みません）
○�たき火を行う際の木くず等の焼却など、臭いや煙が近所の迷惑にならない程度に少量で行
われる廃棄物の焼却。

�　ただし、プラスチック類の焼却や苦情がでる焼却は野焼き禁止の例外にはならないんだよ。
　家庭のごみは野焼きをせず、分別してごみの収集場所へだしてね。
　野焼きをした人は、５年以下の懲役、1000 万以下の罰金のいずれかまたはその両方が科
せられる場合があるから絶対にやめてね！

【今回のポイント】
　☞野焼き禁止の例外の場合でも、プラスチック類は焼却できない
　☞�野焼き禁止の例外の場合でも、苦情があった場合は行政指導の

対象になる
　☞�家庭のごみは、野焼きをしないで分別をして、ごみの収集場所

へだす
　☞野焼きを行った人は罰則の対象となる場合がある

※廃棄物処理基準を満たしていない例
　小型（簡易）焼却炉やドラム缶やブロック等での簡易焼却装置など

野焼き（野外焼却）はやめましょう

みかんちゃんからのお知らせ

問生活衛生課 生活衛生班　☎ 0820（79）1012

【１人分の栄養素量】
エネルギー  265kcal、たんぱく質  18.5g、
脂質 16.3g、食物繊維 1.5g、食塩相当量  0.8g

ぶ
り
の
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
焼
き

材料（２人分）
ぶり ····························· ２切
ゆずこしょう ········· 小さじ 1/3
酒 ··························· 大さじ１
みりん ····················· 大さじ１
しょうゆ ·················· 小さじ１
サラダ油 ······················ 適宜
ほうれん草 ····················100g
ゆず ····························· １個

作り方
1�ぶりは酒を少々振り、臭みを取る。
2�フライパンを熱し、サラダ油を入

れ、水気をとった 1 を両面焼く。
調味料Ａを加えて、途中で調味液
をかけながら煮からめる。

3�器に 2 を盛つけ、ゆでたほうれん
草、ゆずを添える。
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